
　

富
山
県
・
私
立
新に

い

川か
わ

高
校
は
、
同
県
北
東
部
の
「
新

川
地
区
」
唯
一
の
私
立
高
校
だ
。
普
通
コ
ー
ス
と
特
別

進
学
コ
ー
ス
か
ら
成
り
、
４
年
制
大
学
や
専
門
学
校
な

ど
へ
の
進
学
か
ら
就
職
ま
で
、
多
様
な
希
望
進
路
を
抱

く
生
徒
が
集
ま
る
。
生
徒
は
素
直
な
半
面
、
小
・
中
学

校
段
階
で
の
成
功
体
験
が
少
な
い
た
め
か
、
自
分
に
自

信
が
持
て
ず
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、

す
ぐ
に
諦
め
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
っ
た
。
濱は

ま

元も
と

克か
つ

吉よ
し

教

頭
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
自
己
実
現
の
た
め
に
は
、
つ
ま
ず
い
て
も
立
ち

上
が
り
、
粘
り
強
く
課
題
解
決
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
意
欲
を
醸
成
で
き
る
よ
う
、
生
徒

高岡日本大学高校魚津校舎として
開校。教育目標に「心豊かで創造
性に富み、主体的に行動して、社
会に貢献できる生徒を育てる」を
掲げ、道徳教育と能力・個性の伸
長を両輪とする教育活動を行って
いる。

設立	 １９７３（昭和４８）年

形態	 全日制／普通科／共学

生徒数	 １学年約１２０人

２０１９年度進路実績（現役のみ）　私立大は、富山国際大、金沢学院大、
愛知工業大、日本福祉大などに延べ８人が合格。短大、専門学校進学
２５人。就職４３人。

住所	 〒９３７ー００４１　富山県魚津市吉島１３５０

電話	 ０７６５ー２４ー２０１５

Web site	 	https://www.niikawa.ed.jp
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P R O F I L E

生
徒
に
成
功
体
験
を
積
ま
せ
る
べ
く
、

地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
に
着
手

自
己
肯
定
感
を
醸
成
し
、何
事
も

粘
り
強
く
行
う
生
徒
を
育
て
る

「
新に

い

川か

わ

創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

富
山
県
・
私
立
新に

い

川か

わ

高
校

地
域
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｂ
Ｌ

変革のステップ

•学力面から自分に自信が持てず、思うようにいかない
と、すぐに諦めてしまう生徒が少なくなかった

背景と課題

実践内容

• 生徒の自己肯定感が醸成され、学習意欲が向上

•多くの生徒が学力を向上させた

成果と展望

•「新
にい

川
かわ

創生プロジェクト」の推進　生徒に様々な成
功体験を積ませられるよう、地元の富山県魚津市
や富山大学と連携協定を結び、ＰＢＬ（＊１）など
を行う「新川創生プロジェクト」を始めた。取り組
みを本格化させた２０１８年度の１学年では、「総
合的な学習の時間」とロングホームルームを中心に
同プロジェクトを推進。自分のよさや強み、自分に
できることを実感させられるよう、ＰＢＬなどを行っ
た。また、定期的に生徒に振り返りをさせ、その
結果を基に同プロジェクトの成果を検証した

•学び直しの工夫　１８年度の１学年では、放課後
などに数学の学び直しに力を入れた。生徒の実態
に応じた指導ができるよう、習熟度別のプリントを
作成した

＊１　Problem Based Learnig あるいは Project Based Learning の略。 ＊プロフィールは２０１９年３月時点のものです。
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に
様
々
な
成
功
体
験
を
積
ま
せ
、『
や
れ
ば
で
き
る
』

と
い
う
実
感
を
抱
か
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
２
０
１
７
年
度
、
地
元
の
魚
津
市
や
富
山

大
学
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
グ
ル
ー
プ
で
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ

や
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
を
行
う
「
新
川
創
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
始
め
た
。
17
年
度
は
不
定
期
で
の
実
施
だ
っ

た
が
、18
年
度
の
１
学
年
か
ら
は
、週
１
回
ず
つ
の
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
と
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
な
ど

で
定
期
的
に
行
う
こ
と
に
し
、
取
り
組
み
を
本
格
化
さ

せ
た
。
さ
ら
に
、
両
コ
ー
ス
共
通
の
３
年
間
の
段
階
的

な
指
導
計
画
も
策
定
。
１
年
次
に
は
、
自
分
の
よ
さ
や

強
み
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
、
２
年
次
に

は
、
自
分
が
社
会
で
何
が
し
た
い
の
か
を
具
体
的
に
考

え
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
３
年
次
に
は
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
希
望
進
路
に
応
じ
て
、
面
接
対
策
や
志
望
理
由
書

作
成
の
た
め
の
個
別
指
導
を
行
う
計
画
だ
。
濱
元
教
頭

は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
生
徒
に
は
、
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
な
が
ら
、

自
分
の
可
能
性
を
探
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
活
動
の
場
を
多
様
に
で
き
る
よ
う
、

地
域
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
う
す
れ
ば
、
次
期
学
習
指
導
要
領
の
理
念
で

も
あ
る
『
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
』
の
実
現
に

つ
な
が
る
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　

18
年
度
の
１
学
年
で
の
取
り
組
み
を
見
て
い
く
。

　

１
学
期
に
は
、
自
己
理
解
を
深
め
る
第
一
歩
と
し
て
、

生
徒
が
中
学
時
代
ま
で
を
振
り
返
っ
て
、
自
分
が
何
に

関
心
が
あ
る
の
か
を
探
っ
た
り
、
１
年
次
に
お
け
る
目

標
を
立
て
、
そ
れ
を
３
学
期
の
自
分
へ
の
手
紙
と
し
て

書
い
た
り
し
た
。
そ
し
て
、関
心
や
目
標
を
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
と
語
り
合
い
、
ク
ラ
ス
で
発
表
す
る
場
面
も
積
極
的

に
設
け
た
。
そ
れ
ら
の
活
動
の
ね
ら
い
を
、
１
学
年
主

任
の
永
原
祥し

ょ
う

先
生
は
こ
う
話
す
。

　「
本
校
に
は
、『
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
分
か
ら

な
い
』
と
言
う
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
そ
れ
を
恥
ず
か
し
が
ら

ず
に
言
葉
に
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
大
切
に

し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
考
え
に
生
徒
は
刺
激

を
受
け
、『
自
分
も
や
っ
て
み
よ
う
』
と
い
う
前
向

き
な
気
持
ち
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

学
校
行
事
も
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
か
ら
見
直

し
、
１
学
期
末
に
は
、
同
校
の
伝
統
行
事
で
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
全
学
年
に
設
定

さ
れ
て
お
り
、
以
前
は
教
師
が
活
動
内
容
を
指
定
す
る

学
年
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
18
年
度
の
１
学
年
で
は
、

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
位
置
づ
け
、
生
徒
同
士
で

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
話
し
合
わ
せ
た
結
果
、
地

域
の
清
掃
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

生
徒
が
５
〜
６
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
通
学
路
や

最
寄
り
駅
周
辺
を
歩
き
、
清
掃
す
る
場
所
や
役
割
分
担

な
ど
を
決
め
て
い
っ
た（
写
真
１
）。
事
後
に
は
、グ
ル
ー

プ
ご
と
に
活
動
を
振
り
返
り
、
工
夫
し
た
点
や
反
省
点

な
ど
を
ク
ラ
ス
で
発
表
。
代
表
の
グ
ル
ー
プ
は
学
年
集

会
で
も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
１
学
年
担

任
の
浅
井
嵩た

か

元も
と

先
生
は
、
生
徒
の
姿
を
こ
う
語
る
。

　「
広
範
囲
を
効
率
よ
く
き
れ
い
に
清
掃
で
き
る
よ

う
、
何
度
も
下
見
を
す
る
な
ど
、
主
体
的
に
行
動
す

る
グ
ル
ー
プ
が
目
立
ち
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
何
で
も
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に

相
談
し
、
力
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
雰
囲
気
が
ク
ラ

前
向
き
に
取
り
組
め
る
よ
う
、生
徒

同
士
が
考
え
を
共
有
す
る
環
境
を
整
備

１
学
年
主
任

永
原
　

祥
　
な
が
は
ら
・
し
ょ
う

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
理
科
。

「『
で
き
る
』『
分
か
る
』を
目
標
に
し
た
指
導
を
行
い
、

生
き
方
教
育
を
実
践
し
て
い
き
た
い
」

教
頭濱

元
克
吉
　
は
ま
も
と
・
か
つ
よ
し

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
21
年
目
。
数
学
科
。

「
ま
ず
自
分
が
感
動
し
て
こ
そ
、
人
を
感
動
さ
せ
ら

れ
る
。『
自
ら
が
動
く
』
教
師
で
あ
り
た
い
」

１
学
年
担
任

浅
井
嵩
元
　
あ
さ
い
・
た
か
も
と

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
数
学
科
。

「『
楽
し
さ
の
中
に
、面
白
さ
あ
り
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

生
徒
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
」

写真１　清掃活動の準備として、各グループはタブレッ
トを持って地域を歩き、清掃が必要だと思う場所を撮
影。学校に帰った後、それを見ながら、役割分担や
清掃に必要な道具などについて話し合った。複数の
場所を清掃しようとする場合は、優先順位も決めた。
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ス
に
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
清

掃
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
地
域
美
化
の
大
切

さ
に
改
め
て
気
づ
い
た
よ
う
で
す
。『
ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
は
や
め
よ
う
』
と
い
っ
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
し
、校
内
に
掲
示
す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
」

　

２
・
３
学
期
に
は
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ

を
行
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い

に
向
き
合
わ
せ
、
自
分
た
ち
の
力
を
試
さ
せ
る
ね
ら
い

が
あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
、
地
域
の
実
態
を
「
知
る
」
こ
と
を
重
視
。

魚
津
市
役
所
の
職
員
ら
に
よ
る
講
演
会
を
設
定
し
、
少

子
高
齢
化
を
始
め
と
す
る
様
々
な
課
題
を
具
体
的
に
話

し
て
も
ら
っ
た
。
各
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
中
か
ら
関
心

の
あ
る
課
題
に
つ
い
て
書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
学
習
を
行
い
、
地
域
美
化
や
観
光
客
の
誘
致
な
ど
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。
次
に
、
テ
ー
マ
に
応
じ
た
解
決

策
を
探
る
た
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。
例
え

ば
、
観
光
に
よ
る
町
お
こ
し
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ
は
、

地
域
の
特
色
あ
る
施
設
の
Ｐ
Ｒ
方
法
を
見
つ
け
る
た

め
、「
魚
津
埋ま

い

没ぼ
つ

林り
ん

博
物
館
」（
＊
２
）な
ど
を
取
材
し
た
。

　

学
年
団
で
は
、「
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
」
と
い
う
指

導
方
針
を
共
有
。
具
体
的
に
は
、
テ
ー
マ
を
思
う
よ
う

に
設
定
で
き
な
い
グ
ル
ー
プ
に
は
、「
魚
津
市
の
気
に

な
る
と
こ
ろ
は
何
か
な
？
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
。
指
導
は
基
本
的
に
担
任
が
行
っ
た
が
、
教
科
担
当

の
教
師
も
空
き
時
間
に
は
各
教
室
を
回
り
、
生
徒
た
ち

に
声
を
か
け
た
。

　
「
本
校
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
な
の
で
、
１
学

期
に
富
山
大
学
の
先
生
を
講
師
と
し
て
招
き
、
Ｐ
Ｂ

Ｌ
に
つ
い
て
の
教
員
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

強
調
さ
れ
て
い
た
の
が
、
教
師
が
『
教
え
る
』
の

で
は
な
く
、『
相
談
に
乗
る
』
指
導
で
す
。
週
１
回
、

学
年
団
の
全
教
師
が
集
ま
る
学
年
会
議
な
ど
で
、
そ

う
し
た
指
導
方
針
を
共
有
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ

ま
し
た
」（
永
原
先
生
）

　

２
学
期
末
に
は
、
外
部
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
活
用
し
、
20
〜
30
歳
代
の
社
会
人
ら
二
十
数
人
を

招
い
た
特
別
授
業
を
設
定
。
ま
ず
行
っ
た
の
が
、
Ｐ
Ｂ

Ｌ
の
中
間
発
表
だ
。

　
「
社
会
人
と
の
質
疑
応
答
に
備
え
て
、
生
徒
た
ち

は
事
前
に
質
問
を
予
想
し
、
答
え
を
用
意
し
て
い
ま

し
た
が
、
本
番
で
は
想
定
外
の
質
問
を
受
け
る
こ
と

も
多
く
、
１
つ
の
テ
ー
マ
に
い
く
つ
も
の
見
方
が
あ

る
こ
と
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。
中
間
発
表
後
は
、

よ
り
多
様
な
観
点
か
ら
課
題
を
分
析
し
、
解
決
策
を

考
え
る
グ
ル
ー
プ
が
目
立
ち
ま
し
た
」（
永
原
先
生
）

　

続
い
て
、
大
学
生
と
社
会
人
に
自
分
の
失
敗
経
験
を

述
べ
て
も
ら
う
講
話
を
実
施
し
た
。

　
「
本
校
の
生
徒
に
は
、『
１
度
つ
ま
ず
い
た
ら
起
き

上
が
れ
な
い
』
と
い
っ
た
思
い
込
み
が
あ
り
、
や
り

た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ
て
も
、
そ
れ
に
挑
戦
で
き
な

い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
思
い
通
り
の
人

生
を
歩
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
大
人
に
も
、
失
敗

や
挫
折
は
多
く
あ
り
、
そ
れ
ら
は
乗
り
越
え
ら
れ
る

こ
と
を
伝
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
本
校
の
事
務
長

が
窓
口
と
な
り
、
転
職
や
起
業
な
ど
、
様
々
な
経
験

を
持
つ
人
た
ち
を
招
き
ま
し
た
」（
濱
元
教
頭
）

　

３
学
期
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
最
終
的
な
解
決
策
を

ま
と
め
、
学
年
集
会
で
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
魚
津
市

長
や
富
山
大
学
学
長
ら
を
審
査
員
と
し
て
招
い
た
「
魚

津
市
へ
の
提
案
発
表
会
」
で
は
、
代
表
の
グ
ル
ー
プ
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
（
写
真
２
）。

　
「
自
分
た
ち
で
工
夫
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た

テ
ー
マ
な
の
で
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
堂
々
と
発
表
を

し
て
い
ま
し
た
。
審
査
員
に
よ
る
講
評
で
も
、
地
域

の
課
題
を
的
確
に
把
握
し
て
い
る
と
い
っ
た
コ
メ
ン

ト
が
目
立
ち
、
生
徒
た
ち
は
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

『
や
れ
ば
で
き
る
』
と
い
う
自
信
に
つ
な
が
っ
た
と

思
い
ま
す
」（
浅
井
先
生
）

生
徒
が
失
敗
を
恐
れ
な
く
な
る
よ
う
、

多
様
な
社
会
人
の
失
敗
経
験
を
伝
え
る

＊２　国の特別天然記念物に指定されている「魚津埋没林」を保存・展示する公立博物館。埋没林とは、土石流や海面の上昇などにより、森林全体が地中・水中に埋没したもの。
魚津市の漁港の海底で発見された、約２０００年前の杉の埋没林を魚津埋没林という。

教
師
は
「
相
談
に
乗
る
」に
徹
し
、

「
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
」
指
導
を
推
進

写真２　「魚津市への提案発表会」には、学年の代表
として７グループが進出。どのグループも、自分たちの
提案を分かりやすく示せるよう、プレゼンテーション
ソフトで作成した資料を投影するなど、発表方法を工
夫していた。発表会の最後には、審査員が優秀グルー
プを選んで表彰した。
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同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
検
証
と
し
て
は
、
各
学
期

末
に
１
回
、
２
つ
の
ツ
ー
ル
を
用
い
て
生
徒
に
振
り
返

り
を
さ
せ
た
。
１
つ
め
の
ツ
ー
ル
は
、「
対
人
基
礎
力
」

「
対
自
己
基
礎
力
」「
対
課
題
基
礎
力
」
を
自
己
評
価
す

る
「
新
川
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
で
、
他
校
の
取
り
組
み
を

参
照
し
て
作
成
し
た
。
も
う
１
つ
の
ツ
ー
ル
は
、「
問

題
分
析
力
」「
課
題
設
定
力
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」「
協
働
力
」「
遂
行
力
」
を
測
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
「
能

力
特
性
評
価
（
Ｎ
Ｔ
Ｈ
）」（
図
１
）
で
、
富
山
大
学
が

学
生
の
潜
在
的
な
資
質
・
能
力
を
把
握
す
る
た
め
に
開

　

18
年
度
の
１
学
年
で
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

る
中
、
何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
む
生
徒
が
増
え
て

い
っ
た
。
地
域
の
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
Ｐ
Ｂ

Ｌ
を
行
う
生
徒
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
だ
。

そ
う
し
た
意
欲
は
、
教
科
学
習
に
も
反
映
さ
れ
た
。
そ

の
１
つ
が
、
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
の
成
績
向
上
で
あ
り
、

Ｇ
Ｔ
Ｚ
が
Ｄ
３
の
生
徒
が
、
１
年
間
で
大
き
く
減
っ
た
。

　「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通
じ
て
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
と
協
働
し
て
学
ぶ
中
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
成
功
体
験
を
積
み
、
自
分
に
自
信
が
持
て
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
教
科
学
習
に
も
、
粘

り
強
く
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
」（
浅
井
先
生
）

　

18
年
度
の
１
年
生
の
自
己
肯
定
感
が
向
上
し
た
こ
と

は
、「
新
川
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
に
よ
る
自
己
評
価
に
も

表
れ
た
。
例
え
ば
、「
話
し
合
い
の
場
で
は
、
自
分
と

反
対
意
見
を
言
う
人
が
い
て
も
、
自
分
の
考
え
を
は
っ

き
り
言
う
こ
と
が
で
き
る
」「
自
分
の
強
み
を
う
ま
く

生
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
」
と
自
己
評
価
す
る
生
徒

が
年
間
を
通
し
て
増
え
続
け
た
。
今
後
は
、
自
己
肯
定

感
と
学
力
と
の
相
関
を
把
握
で
き
る
よ
う
、「
新
川
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
」
に
よ
る
自
己
評
価
と
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト

の
結
果
を
ク
ロ
ス
分
析
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　「
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で

す
。
18
年
度
１
学
年
に
お
け
る
成
果
を
適
切
に
検
証

し
、
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
濱
元
教
頭
）

発
し
た
も
の
を
改
編
し
た
。

　「
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
指
導
に
携
わ
る
教
師
に
は
、

生
徒
の
変
化
が
肌
感
覚
で
分
か
り
ま
す
。
そ
う
し
た

変
化
を
可
視
化
し
、
定
点
観
測
す
る
こ
と
で
、
指
導

改
善
に
つ
な
げ
や
す
く
な
り
ま
し
た
」（
濱
元
教
頭
）

　

18
年
度
の
１
学
年
普
通
コ
ー
ス
で
は
、
学
力
向
上
に

も
力
を
注
い
だ
。
例
え
ば
、
数
学
科
で
は
、
定
期
考
査

期
間
な
ど
を
除
い
て
毎
週
、
２
つ
の
学
び
直
し
を
実
施
。

１
つ
は
、
同
コ
ー
ス
の
１
年
生
全
員
を
対
象
に
、
月
〜

木
曜
日
の
帰
り
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
後
の
15
分
間
で
行
っ

た
数
学
の
問
題
演
習
だ
。
教
材
に
用
い
る
プ
リ
ン
ト
は
、

濱
元
教
頭
や
浅
井
先
生
ら
数
学
科
の
教
師
が
、「
基
礎

力
診
断
テ
ス
ト
」（
＊
３
）
の
診
断
レ
ポ
ー
ト
の
結
果

を
基
に
、
毎
回
、
習
熟
度
別
に
４
種
類
を
作
成
し
た
。

　「
問
題
が
難
し
す
ぎ
た
り
、
易
し
す
ぎ
た
り
す
れ

ば
、
生
徒
は
学
習
意
欲
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
生

徒
の
実
態
に
適
切
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、
プ
リ
ン
ト

の
難
易
度
を
柔
軟
に
変
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
担
任
が
必
ず
立
ち
会
い
、
問
題
演
習
か
ら
自
己

採
点
ま
で
、
生
徒
自
身
に
き
ち
ん
と
行
わ
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
」（
濱
元
教
頭
）

　

も
う
１
つ
は
、
同
テ
ス
ト
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
４
）
が
Ｄ

３
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
補
習
だ
。
月
・
水
曜
日
の
７

時
限
目
に
浅
井
先
生
が
指
導
。
金
曜
日
に
は
、
そ
の
週

の
補
習
で
学
習
し
た
内
容
を
出
題
す
る
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
合
格
す
れ
ば
、
翌
週
か
ら
補
習
の
対
象
外
と
し
た
。

富山県・私立新川高校

自
分
に
自
信
を
持
ち
、教
科
学
習
に

意
欲
的
に
取
り
組
む
生
徒
が
増
加

学
習
意
欲
の
醸
成
に
向
け
、生
徒
の

実
態
に
応
じ
た
学
び
直
し
を
行
う

「能力特性評価（ＮＴＨ）」の結果は、帳票として生徒に返却する。その際、
資質・能力の変化を示すレーダーチャートを掲載し、生徒の自己理解を
深めようとしている。

＊３　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。
＊４　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」～「Ｄ３」までの 15段階で評価される。基礎力診断テストでは、そのうち
「Ａ２」〜「Ｄ３」で評価される。

３学期の「能力特性評価（ＮＴＨ）」の帳票（抜粋）図１

＊学校資料を編集部が一部改編。

生
徒
の
振
り
返
り
の
結
果
を

指
導
改
善
に
生
か
す
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